
省

令

法

規

的

告

示

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

租
税
特
別
措
置
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
二
年
政
令

第
四
十
三
号
）
第
二
十
六
条
の
二
十
七
の
二
第
二
項

の
規
定
に
よ
り
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
一
般
用
医

薬
品
等
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
、
そ
の
水
和
物
及
び

そ
れ
ら
の
塩
類
を
有
効
成
分
と
し
て
含
有
す
る
製
剤

（
第
七
十
七
号






に

掲
げ
る
ベ
タ
メ
タ
ゾ
ン
吉
草
酸
エ

ス
テ
ル
、
そ
の
水
和
物
及
び
そ
れ
ら
の
塩
類
を
有
効

成
分
と
し
て
含
有
す
る
製
剤
に
つ
い
て
は
、
ベ
ト
ネ

ベ
ー
ト
ク
リ
ー
ム
Ｓ
及
び
ベ
ト
ネ
ベ
ー
ト
Ｎ
軟
膏
Ａ

Ｓ
を
除
く
。）と
す
る
。

租
税
特
別
措
置
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
二
年
政
令

第
四
十
三
号
）
第
二
十
六
条
の
二
十
七
の
二
第
二
項

の
規
定
に
よ
り
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
一
般
用
医

薬
品
等
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
、
そ
の
水
和
物
及
び

そ
れ
ら
の
塩
類
を
有
効
成
分
と
し
て
含
有
す
る
製
剤

（
第
七
十
六
号






に

掲
げ
る
ベ
タ
メ
タ
ゾ
ン
吉
草
酸
エ

ス
テ
ル
、
そ
の
水
和
物
及
び
そ
れ
ら
の
塩
類
を
有
効

成
分
と
し
て
含
有
す
る
製
剤
に
つ
い
て
は
、
ベ
ト
ネ

ベ
ー
ト
ク
リ
ー
ム
Ｓ
及
び
ベ
ト
ネ
ベ
ー
ト
Ｎ
軟
膏
Ａ

Ｓ
を
除
く
。）と
す
る
。

一
～
二
十
三
（
略
）

一
～
二
十
三
（
略
）

二
十
四






オ
メ
プ
ラ
ゾ
ー
ル










（
新
設
）

二
十
五




～

九
十
一






（
略
）

二
十
四




～

九
十

（
略
）

九
十
二






ラ
ン
ソ
プ
ラ
ゾ
ー
ル











（
新
設
）

九
十
三




～

九
十
六






（
略
）

九
十
一




～

九
十
四






（
略
）（

傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

租
税
特
別
措
置
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
二
年
政
令

第
四
十
三
号
）
第
二
十
六
条
の
二
十
七
の
二
第
五
項

の
規
定
に
よ
り
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
一
般
用
医

薬
品
等
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
、
そ
の
水
和
物
及
び

そ
れ
ら
の
塩
類
を
有
効
成
分
と
し
て
含
有
す
る
製
剤

（
第
七
十
九
号







に
掲
げ
る
ベ
タ
メ
タ
ゾ
ン
吉
草
酸
エ

ス
テ
ル
、
そ
の
水
和
物
及
び
そ
れ
ら
の
塩
類
を
有
効

成
分
と
し
て
含
有
す
る
製
剤
に
つ
い
て
は
、
ベ
ト
ネ

ベ
ー
ト
ク
リ
ー
ム
Ｓ
及
び
ベ
ト
ネ
ベ
ー
ト
Ｎ
軟
膏
Ａ

Ｓ
を
除
く
。）と
す
る
。

租
税
特
別
措
置
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
二
年
政
令

第
四
十
三
号
）
第
二
十
六
条
の
二
十
七
の
二
第
五
項

の
規
定
に
よ
り
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
一
般
用
医

薬
品
等
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
、
そ
の
水
和
物
及
び

そ
れ
ら
の
塩
類
を
有
効
成
分
と
し
て
含
有
す
る
製
剤

（
第
七
十
八
号







に
掲
げ
る
ベ
タ
メ
タ
ゾ
ン
吉
草
酸
エ

ス
テ
ル
、
そ
の
水
和
物
及
び
そ
れ
ら
の
塩
類
を
有
効

成
分
と
し
て
含
有
す
る
製
剤
に
つ
い
て
は
、
ベ
ト
ネ

ベ
ー
ト
ク
リ
ー
ム
Ｓ
及
び
ベ
ト
ネ
ベ
ー
ト
Ｎ
軟
膏
Ａ

Ｓ
を
除
く
。）と
す
る
。

一
～
二
十
四
（
略
）

一
～
二
十
四
（
略
）

二
十
五






オ
メ
プ
ラ
ゾ
ー
ル










（
新
設
）

二
十
六





～
九
十
五






（
略
）

二
十
五





～
九
十
四






（
略
）

九
十
六






ラ
ン
ソ
プ
ラ
ゾ
ー
ル











（
新
設
）

九
十
七





～
百
（
略
）

九
十
五





～
九
十
八






（
略
）

令和年月日 木曜日 第号官 報
〇
経
済
産
業
省
令
第
五
十
六
号

電
気
工
事
業
の
業
務
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
九
十
六
号
）
第
二
十
五
条
の
規
定
に
基
づ

き
、
電
気
工
事
業
の
業
務
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
七
年
七
月
三
十
一
日

経
済
産
業
大
臣

武
藤

容
治

電
気
工
事
業
の
業
務
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

電
気
工
事
業
の
業
務
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
五
年
通
商
産
業
省
令
第
百
三
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

様
式
第
十
五
及
び
様
式
第
十
六
中
「

35㎝
」
を
「

25㎝
」
に
、「40㎝

」
を
「35㎝

」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

〇
総
務
省
告
示
第
二
百
六
十
七
号

次
の
団
体
は
、
政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
令

和
七
年
六
月
三
日
以
後
、
政
治
活
動
（
選
挙
運
動
を
含
む
。）の
た
め
に
寄
附
を
受
け
、
又
は
支
出
を
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
団
体
と
な
っ
た
の
で
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
公
表
す
る
。

令
和
七
年
七
月
三
十
一
日

総
務
大
臣

村
上
誠
一
郎

政
治
団
体
の
名
称

代
表
者

の
氏
名

会
計
責
任

者
の
氏
名

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

次
世
代
独
立
国
際
研
究
所

鈴
木
麻
理
子

吉
村

賢
一

東
京
都
世
田
谷
区
船
橋
七

一
三

五

民
衆
政
治
党

川
野

博
基

川
野

博
基

香
川
県
高
松
市
三
条
町
二
九
九

一
二

〇
厚
生
労
働
省
告
示
第
二
百
十
三
号

租
税
特
別
措
置
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
二
年
政
令
第
四
十
三
号
）
第
二
十
六
条
の
二
十
七
の
二
第
二
項
の
規
定
に
基

づ
き
、
租
税
特
別
措
置
法
施
行
令
第
二
十
六
条
の
二
十
七
の
二
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
一

般
用
医
薬
品
等
（
平
成
二
十
八
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
百
七
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
七
年
七
月
三
十
一
日

厚
生
労
働
大
臣

福
岡

資
麿

一

労
働
施
策
の
総
合
的
な
推
進
並
び
に
労
働
者
の
雇
用
の
安
定
及
び
職
業
生
活
の
充
実
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則

第
一
条
の
四
第
三
項
に
規
定
す
る
賃
金
日
額
の
最
低
額

五
千
三
百
四
十
円

二

労
働
施
策
の
総
合
的
な
推
進
並
び
に
労
働
者
の
雇
用
の
安
定
及
び
職
業
生
活
の
充
実
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則

第
一
条
の
四
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
就
職
促
進
手
当
の
日
額
の
算
定
に
当
た
っ
て
、
百
分
の
八
十
か
ら
百
分
の
五
十

ま
で
の
範
囲
の
率
を
乗
ず
る
賃
金
日
額
の
範
囲
と
な
る
額
で
あ
っ
て
、
同
条
第
五
項
か
ら
第
七
項
ま
で
の
規
定
に
よ

る
変
更
後
の
額

五
千
三
百
四
十
円
以
上
一
万
三
千
百
四
十
円
以
下
の
額

〇
厚
生
労
働
省
告
示
第
二
百
十
四
号

租
税
特
別
措
置
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
二
年
政
令
第
四
十
三
号
）
第
二
十
六
条
の
二
十
七
の
二
第
五
項
の
規
定
に
基

づ
き
、
租
税
特
別
措
置
法
施
行
令
第
二
十
六
条
の
二
十
七
の
二
第
五
項
の
規
定
に
基
づ
き
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
一

般
用
医
薬
品
等
（
令
和
三
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
二
百
五
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
七
年
七
月
三
十
一
日

厚
生
労
働
大
臣

福
岡

資
麿

〇
厚
生
労
働
省
告
示
第
二
百
十
五
号

労
働
施
策
の
総
合
的
な
推
進
並
び
に
労
働
者
の
雇
用
の
安
定
及
び
職
業
生
活
の
充
実
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則

（
昭
和
四
十
一
年
労
働
省
令
第
二
十
三
号
）
第
一
条
の
四
第
五
項
か
ら
第
七
項
ま
で
の
規
定
に
基
づ
き
、
令
和
七
年
八

月
一
日
以
後
の
同
条
第
五
項
に
規
定
す
る
自
動
変
更
対
象
額
を
次
の
と
お
り
定
め
、
労
働
施
策
の
総
合
的
な
推
進
並
び

に
労
働
者
の
雇
用
の
安
定
及
び
職
業
生
活
の
充
実
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
第
一
条
の
四
第
五
項
か
ら
第
七
項
ま
で

の
規
定
に
基
づ
き
同
条
第
五
項
に
規
定
す
る
自
動
変
更
対
象
額
を
定
め
る
件
（
令
和
六
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
二
百
五

十
六
号
）
は
、
令
和
七
年
七
月
三
十
一
日
限
り
廃
止
す
る
。
た
だ
し
、
同
日
以
前
の
就
職
促
進
手
当
の
日
額
の
算
定
に

つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

令
和
七
年
七
月
三
十
一
日

厚
生
労
働
大
臣

福
岡

資
麿


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